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９号建物燃料地下タンク漏洩点検役務



役務件名

S=1:X

作成部隊

縮　　尺種　　別

図面番号

仕 様 書

容 量油 種
Ａ 重 油 １８ＫＬ

タンク構造
二重殻ﾀﾝｸ

用 途
ボイラー用燃料

５　特記事項

 (1)　本役務で保守点検する燃料地下タンクの諸元については下表のとおりとする。

 (2)　検査方法は、加圧法・微加圧法・減圧法・微減圧法のいずれかとする。

 (3)　地下タンク及び配管の気相部・液相部の気密検査を実施するものとする。

 (4)　作業完了後、検査結果報告書を官側に提出するものとする。

 (5)　仕様書に記載なき事項でも技術上当然すべき事項は実施すること。

 (6)　異常箇所等を発見した場合においては、早急に監督官に報告するとともに、補修

１　役務件名

２　役務場所

　　栃木県宇都宮市茂原１－５－４５　陸上自衛隊宇都宮駐屯地

３　役務概要

４　一般事項

 (1)　本役務は本仕様書による他、関係諸規則及びメーカー仕様に基づくものとする。

 (2)　本仕様書及び図面に疑義が生じた場合は、監督官と協議を行いその指示に従うも

　　のとする。

 (4)　役務実施に関して、隊員及び部外者に傷害等を与えた場合、または施設等に汚損

　　与えた場合は受注者の責任において復旧及び保障するものとする。

 (5)　使用材料は仮設材を除きすべて新品とし、官側検査を受け合格したものを使用す

　　る。

 (6)　請負業者は現場代理人等を指定し、関係法令に基づき現場の管理を行い防災に努

　　めること。危険性のある場所には危険表示等の処置を行うものとする。

 (7)　作業現場及び許可された場所以外への無断立入等は厳禁とする。

 (8)　役務写真は、各作業の作業前・作業中・作業後、使用材料及び施工後隠蔽になる

　　箇所、その他監督官の指示する箇所を撮影し、整理の上１部提出するものとする。

 (9)  本役務に必要な申請及び提出書類は官側の示す規格様式で作成し提出するものと

　　燃料地下タンク漏洩点検（配管・気相部・液相部含む）　１式

 (3)　現場の収まり等により、軽微な変更の必要性が生じた場合は、監督官と調整しそ

　　の指示に従うものとする。ただし、請負金額、納期等の変更は行わないものとする。

２／５

陸 上 自 衛 隊 宇 都 宮 駐 屯 地 業 務 隊 管 理 科

９号建物燃料地下タンク漏洩点検役務

　　９号建物燃料地下タンク漏洩点検役務

仕 様 書

(10)　官側の電気及び水は原則として使用しないものとし、やむを得ず使用する場合は

　　有料とし、事前に諸手続きを行うこと。

(11)　撤去品が発生した場合、金属類発生材は、関係書類提出後監督官が指示する場所

　　に搬入するものとし、その他は全て廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき適

　　正に処理するものとする。また、処理の結果は書面（産業廃棄物管理票等）にて提

　　出するものとする。

(12)　役務完了後は、作業現場の後片付け及び清掃を行うものとする。

　　方法及び見積書（修理部材の細部が分かるもの。）を提示するものとする。

 (7)　本役務の保証については、自然災害及び官側の過失を除く1年間とする。



役務件名

S=1:X案内図・配置図

陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科作成部隊

縮　　尺種　　別

図面番号

青森

福島
国道４号線

河内

盛岡

国道１２３号線

宇都宮駅

東北新幹線

国道新４号線

真岡

石橋

石橋

東京
雀宮駅

東武宇都宮線

ＪＲ日光線

日光

国道４号線

ＪＲ東北本線

東武宇都宮

国道１１９号線

上野

正門

宇都宮駐屯地

３／５

N

案内図　S=1:X

配置図　S=1:X

９号建物燃料地下タンク漏洩点検役務

正　▼　門

役務場所：９号整備工場
役務調整先

１５２号１階管理科

受 付

９２１号警衛所

N



 
 役務件名 ９号整備工場燃料地下タンク漏洩点検役務 図面番号 ３／４ 

種  別 ９号整備工場１階機械室平面図 縮  尺  

作成部隊 陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科 



 
 役務件名 ９号整備工場燃料地下タンク漏洩点検役務 図面番号 ５／５ 

種  別 燃料地下タンク図面 縮  尺  

作成部隊 陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科 


